
【危険物製造所 変更許可申請】
概要：新規原料に伴う製造プラント、機器配管、倍数変更

号 項 目 提 出 備 考

1 申請書 ● 仮使用申請あり

2 内容説明書 ● 仮使用の理由と内容含む

3 委任状 ●

4 構造設備明細書 ●

5 危険物貯蔵・取扱数量算定計算書（倍数集計表） ●

6 危険物製造所等特例適用内容書（特例申請時に必要）  

7 事業所全体配置図 ●

8 製造所等の周囲状況 ● １１．含む

9 機器全体配置図（平面図・立面図） ● 仮使用範囲図含む

10 工程概要説明書 ●

11 工程概要図（フローシート） 〇

12 機器、装置等の漏れ、あふれ、飛散に対する安全対策 ● ２０．２９．含む

13 緊急時（エマージェンシー）対策 ● ２９．に記載

14 機器リスト ●

15 屋外・屋内タンクの構造、タンク基礎図等  

16 地下タンクの構造、タンク基礎図等  

17 危政令第9条第1項第20号該当タンクの構造、タンク基礎図等 ●

【凡例】 ●：提出あり（事例添付あり） ○：提出あり（事例添付なし） ー：提出なし（非該当）

事例３

号 項 目 提 出 備 考

18 その他の危険物取扱い機器の構造 ●

19 建築物、工作物の概要（基礎図含む） 〇 建築申請資料で説明

20 囲い、油分離装置、貯留設備、床の傾斜、排水関係図 ●

21 防油堤の構造、強度計算書、容量計算書等 ● １７．含む

22 配管図（配管支持物等含む） ●

23 架台の構造・強度計算書 ●

24 避雷設備の概要 ●

25 電気設備の概要 ●

26 静電気除去設備の概要 ●

27 警報設備の概要 ●

28 消火設備の概要 ●

29 工事に伴う安全対策 ●

30 危険物等データベース登録確認書または確認試験結果報告書 ●

31 危険要因の検討（リスクアセスメント） ●

【危険物製造所 変更許可申請】
概要：新規原料に伴う製造プラント、機器配管、倍数変更

【凡例】 ●：提出あり（事例添付あり） ○：提出あり（事例添付なし） ー：提出なし（非該当）
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１．申請書

【指定数量の倍数】
変更後の倍数

【危険物の類,品名（指定数量）,最大数量】
別紙参照でもよい

【変更の内容】
追加、変更する危険物のポイント（対象
場所・設備・機器名、指定数量倍数の
変更前・後）

【設置の許可年月日及び許可番号】
設置許可時のデータ

【申請者】
申請者の住所、事業所名及び工場長名

【設置者氏名】
事業所名、役職及び氏名（代表取締役社長）

【その他必要な事項】
前回の変更許可日（第***号）
連絡先、申請担当者

【様式】
対象設備の一部生産や液保有がある
場合は「仮使用有り」となります。
仮使用の有無により様式が異なるので
注意

２．内容説明書

【変更理由】
対象設備の変更計画（処方、能力等）
設備内の変更対象と対象外を記載

【品目追加】
取扱い危険物、非危険物等の追加
（品名・引火点・類別・性状・比重）
（非危険物は名称のみでよい）
ＳＤＳを添付

【倍数変更】
現状と変更後を記載
倍数計算、別紙参照を記載

【製造所区画変更】
変更なしでも、変更なしと記載
変更前後の増減面積を記載

【設備増設概要】
既存設備と増設設備の構成を記載
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【増設設備に伴う機器追加】
各設備毎に取扱い機器を記載
（反応器・ポンプ・熱交換器・気液分離・
２０号タンク・混合器・など）

【防消火設備の設置】
第３種泡消火設備の追加場所
自動火災報知設備の追加場所
消火設備と自動火災報知設備に
分けて仕様や範囲・場所を記載

【照明の設置】
種類と追加場所

２．内容説明書

【仮使用の理由と内容置】
既存設備の運転、液保有が必要時記載

【説明番号】
内容説明に記載している番号を
図面内に記載して分かり易くする。

３．委任状

【委任状】
原本を提出していれば、次回からは
カラーコピーの添付でよい。
代表取締役社長が対象工場長を委任
する。

149



【変更前】
現在の製造所構造設備明細書

４．構造設備明細書

【修正印要】

４．構造設備明細書

【危険物の取扱作業の内容】
どの様な用途・目的で危険物を取り扱う
のか記載

【建築物の構造】
建築確認申請の内容を記載

【設備の概要】
機器台数をカテゴリ毎に記載
非・危険物の機器台数を記載

【第二十号の概要】
２０号設備・機器の名称・容量を記載

【工事請負者】
複数工事業者の主な工事業者を記載

【消火設備】
該当設備の消火設備一式を記載
（出入口は自閉式かどうか記載した方がよい、
不燃材量又は耐火構造を記載するとよい）

【変更後】
変更前後、個々に作成
変更の製造所構造設備明細書
変更箇所は赤字記載
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４．構造設備明細書

【２０号タンク構造設備明細書】
該当箇所を記入
機器リスト・機器図との整合に注意

【通気管】
ブリーザー弁の設置時は作動圧力
を記載

機器リスト・機器図との整合に注意

【安全装置】
内圧上昇防止のエマジェンシーハッチ
などが該当

【注意事項】
機器リスト・機器図の内容と整合をとる
ように注意

５．危険物貯蔵・取扱数量算定計算書（倍数集計表）

【変更前】
現在の危険物の種類・品名・最大数量
と倍数の説明
倍数計算は小数点以下第３位まで計
算し、合算後第３位を切り捨て

【変更後】
変更の危険物の種類・品名・最大数量
と倍数の説明
変更・追加箇所は赤字記載
倍数計算は小数点以下第３位まで計
算し、合算後第３位を切り捨て
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倍数計算の根拠

◆１．連続硫酸化設備に於いて、同一プラントでの異品種製品の同時生産は運転上

　　　 出来ない為、最大の倍数の製品を採用しています。

◆２．２０号タンクの倍数計算は、

　　　①２０号タンクの滞留量と使用量を比較し、量の多い使用量を倍数計算に加算しています。

　　　②２０号タンクの滞留量以上の使用量が発生しない場合は、２０号タンクの滞留量を

　　　　 最大取扱量として、倍数計算に加算しています。

◆３．製品の倍数計算の取扱については、危険物原料の取扱数量と、危険物製品の生産量を

　　　 比較して、１日の取扱に於いて最大となる取扱倍数を倍数計算に考慮しています。

　　　 非危険物製品の場合は、危険物原料の取扱数量を倍数計算に考慮しています。

危険物の種類・品名・最大数量と倍数の説明

５．危険物貯蔵・取扱数量算定計算書（倍数集計表）

【危険物の種類・品名・最大数量と倍数の説明】

５．危険物貯蔵・取扱数量算定計算書（倍数集計表）

【取扱物質 物性一覧表】
危険物貯蔵・取扱数量算定計算書に添付
既存・新規、品名、種類、引火点、比重の記載
引火点等はＳＤＳと整合をとる。
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５．危険物貯蔵・取扱数量算定計算書（倍数集計表）

【品名混合前と後の物性】
危険物貯蔵・取扱数量算定計算書に添付
混合前の品名、種類、引火点、比重、粘度の記載
弊社処方の中間品、弊社研究所で引火点が検出され
ないことを証明する。

【中間品非危険物証明】

７．事業所全体配置図

______工場配置図

危険物製造所
_＿__設備（ ）

【配置図】
当該申請施設を色塗り
当該申請施設名を記載

：当該申請施設

実際は工場配置図を提出していますが、
この頁は社外秘にて架空図面となっております。
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８．製造所等の周囲状況

【区画と保有空地】

【製造所区画図】
危険物製造所区画と保有空地と今回の増築設備を記載
区画の寸法と周囲道路の幅、保有空地内に消防活動を阻害する
ものがない事
高圧ガス施設との保安距離を確保する事
本申請は製造所・一般取扱所、指定数量の１０倍超えにて保有空地
の幅を５ｍ以上
設備概要フローシート（既存・増設）添付

変更ありは変更前後図を作成

９．機器全体配置図（平面図・立面図）

【仮使用範囲図】 【注意点】
平面図に仮使用・工事範囲・仮使用看板位置を記載
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９．機器全体配置図（平面図・立面図）

【Ｐ＆ＩＤシンボル・配管記号】

【注意点】
図面解説となるＰ＆ＩＤシンボル・配管記号リストを説明資料に添付
（流体記号、配管サイズ、計装符号、計器記号、配管記号、等）

参考抜粋リスト

９．機器全体配置図（平面図・立面図）

【Ｐ＆ＩＤ】

必要に応じて変更前後を作成
既設/新設/撤去、危険物/非危険物の
色分け識別
特に配管フランジ部で既設・新設となる場
合は色分けに注意（アイソメ図も同様）
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９．機器全体配置図（平面図・立面図）

今回増築部1FL（GL±0）

2FL（GL+4000）

3FL（GL+8700）

4FL（GL+12700）

E-E 断面図

1FL（GL+300）

 • Ç c  • Ç c

今回増築部1FL（GL±0）

D-D 断面図

1FL（GL+300）

 • Ç c  • Ç c

2FL（GL+4000）

3FL（GL+8700）

4FL（GL+12700）
梁天4FL-150

梁天3FL-150

梁天2FL-150

梁天4FL-150

梁天3FL-150

梁天2FL-150

危険物取扱機器

【機器配置図】
危険物/非危険物/既設機器/防油堤を色分けし平面配置図作図
機番も記載
必要に応じて機器基礎や防油堤も記載
立面図は危険物機器を優先して明記する。

実際は機器全体配置図を提出していますが、
この頁は社外秘にて架空図面となっております。

１０．工程概要説明書

【工程概要説明書】
対象プラントを添付
危険物取扱い機器・配管を赤線
増設プラントは赤枠
名称、機器番号、温度、仕様等記載

＊＊＊ ＊＊＊（危４類３石非水）

＊＊＊ ＊＊＊

＊＊＊ ＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊ ＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊ ＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊ ＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊
＊＊＊ ＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊ ＊＊＊

危険物取扱機器・配管

実際は行程フロー図を提出していますが、
この頁は社外秘にて架空フロー図となっております。

【フローシート図添付】
既存設備に増設設備を記載
エリア内外、既設/新増設の区分けが
分かる様に色分け識別
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１４．機器リスト

1/6

特
定
設
備

認
定
品

そ
の
他

使
用
肉
厚

必
要
肉
厚

2F
3F
4F

01CV801
KM-FFR
（反応器）

1 ○

ﾁｭｰﾌﾞ：SO3ｶﾞ
ｽ+

原料
(4-3石)

ｼｪﾙ：冷水

ﾁｭｰﾌﾞ
2.24
ｼｪﾙ
2.47

円筒竪型
（ｼｪﾙ

&ﾁｭｰﾌﾞ）
φ1150×10165H

胴：6
上ｺﾆｶﾙ部：

6
下ｺﾆｶﾙ部：

8

ﾁｭｰﾌﾞ
SUS316

ｼｪﾙ
SUS304

ﾁｭｰﾌﾞ：0.2

 ｼｪﾙ：0.4

ﾁｭｰﾌﾞ：0.2

 ｼｪﾙ：0.4

ﾁｭｰﾌﾞ：90

ｼｪﾙ：90

ﾁｭｰﾌﾞ：12

ｼｪﾙ：7-12 無 無

気液接触
流下式反応

器
（開放型）

4F 01E-801 シールエアー加熱器 1 ○
高温：蒸気
低温：空気

ﾌﾟﾚ ﾄー式
460W×445L

×1066H
SUS316

高温:0.25
低温:0.1

高温:0.2
低温:0.08

高温：140
低温：140

高温：130
低温：40 無 無

4F 01E-802 原料熱交 1 ○
高温：原料

(4-3石)
低温：冷水

ﾌﾟﾚ ﾄー式
103W×61L

×303H
SUS316

高温:1.0
低温:1.0

高温:0.2
低温:0.2

高温：99
低温：99

高温：30
低温：7-12

無 無

2F
1F

01E-831 中和熱交 1 ○
ﾁｭｰﾌﾞ：中和

物
ｼｪﾙ：冷水

ﾁｭｰﾌﾞ
1.92
ｼｪﾙ
1.03

ｼｪﾙ
&ﾁｭｰﾌﾞ

φ1150×4182 H
胴：8

ｺﾆｶﾙ部：10

ﾁｭｰﾌﾞ
SUS316L

ｼｪﾙ
SUS304

ﾁｭｰﾌﾞ：1.0
ｼｪﾙ：0.7

ﾁｭｰﾌﾞ：0.8
ｼｪﾙ：0.5

ﾁｭｰﾌﾞ：50
ｼｪﾙ：30

ﾁｭｰﾌﾞ：25-35
ｼｪﾙ：7-12

無 無

1F 01E-832 希釈苛性ｶﾘ冷却熱交 1 ○
高温：希釈

KOH
低温：冷水

ﾌﾟﾚ ﾄー式
103 W×61 L

×303 H
SUS316

高温:1.0
低温:1.0

高温:0.5
低温:0.3

高温：99
低温：99

高温：25-45
低温：7-12 無 無

1F
2F

01E-842 C16加水分解加熱器 1 ○

ﾁｭｰﾌﾞ：加水
分解物

ｼｪﾙ：飽和蒸
気

ﾁｭｰﾌﾞ
1.230
ｼｪﾙ
1.235

ｼｪﾙ
&ﾁｭｰﾌﾞ

φ900×5064H
胴：9

ｼｪﾙ：10

ﾁｭｰﾌﾞ
SUS316

ｼｪﾙ
SS400

ﾁｭｰﾌﾞ：1.4
ｼｪﾙ：1.0

ﾁｭｰﾌﾞ：0.9
ｼｪﾙ：0.8

ﾁｭｰﾌﾞ：200
ｼｪﾙ：200

ﾁｭｰﾌﾞ：175
ｼｪﾙ：175

圧力計
温度計

安全弁

1F
2F

01E-843 C16加水分解冷却器 1 ○
ﾁｭｰﾌﾞ：加水

分解物
ｼｪﾙ：温水

ﾁｭｰﾌﾞ
0.746
ｼｪﾙ
0.769

ｼｪﾙ
&ﾁｭｰﾌﾞ

φ750×4506H
胴：6

ｼｪﾙ：8

ﾁｭｰﾌﾞ
SUS316

ｼｪﾙ
SUS304

ﾁｭｰﾌﾞ：1.4

ｼｪﾙ：0.7

ﾁｭｰﾌﾞ：0.9

ｼｪﾙ：0.3

ﾁｭｰﾌﾞ：200

ｼｪﾙ：200

ﾁｭｰﾌﾞ：175

ｼｪﾙ：65

圧力計
温度計

無

1F 01E-844 C16温水冷却熱交 1 ○
高温：温水

低温：冷却水
ﾌﾟﾚ ﾄー式

460W×445L
×1066H

SUS304
高温:0.5
低温:0.5

高温:0.3
低温:0.3

高温：99
低温：99

高温：60-65
低温：32-37

無 無

4F 01E-871 コンデンサー 1 ○
ﾁｭｰﾌﾞ：冷却

水
ｼｪﾙ：凝縮液

ﾁｭｰﾌﾞ
0.44
ｼｪﾙ
0.55

ｼｪﾙ
&ﾁｭｰﾌﾞ

φ600×4266H
胴：5

ｼｪﾙ：10

ﾁｭｰﾌﾞ
SUS304

ｼｪﾙ
SUS304

ﾁｭｰﾌﾞ：0.5
ｼｪﾙ：FV~0.19

ﾁｭｰﾌﾞ：0.2
ｼｪﾙ：FV

ﾁｭｰﾌﾞ：60
ｼｪﾙ：95

ﾁｭｰﾌﾞ：32-37
ｼｪﾙ：60

無 無

2F 01E-872 製品加熱熱交 1 ○
高温：温水

低温：界面活性
剤

ﾌﾟﾚ ﾄー式
408W×449L

×1115H
SUS316

高温:0.4
低温:0.4

高温:0.3
低温:0.3

高温：80
低温：80

高温：55-60
低温：45-60 無 無

2F 01E-873 製品冷却熱交 1 ○
高温：界面活性

剤
低温：冷却水

ﾌﾟﾚ ﾄー式
408W×929L

×1115H
SUS316

高温:0.4
低温:0.4

高温:0.3
低温:0.3

高温：80
低温：80

高温：40-60
低温：32-37

無 無

計装関係

（温度計）
（圧力計）
（液面計）

危
険
物

高圧ガス設備 一
 

圧

二
 

圧

ボ
イ
ラ
ー

高圧ｶﾞｽ保安法

化
学
設
備

特
殊
化
学
設
備

そ
の
他

水
圧
・
水
張
検
査

2
0
号
タ
ン
ク

ガ
ス
設
備

耐
震
設
計

肉厚
（板厚）
(mm)

そ
の
他

流体名
又は

内容物
品名

内容積

（m3）
形　式

仕様
寸法（mm)・能力等

最
高
使
用
温
度

（
設
計
温
度
）

常
用
温
度
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労働安全衛生法 消防法
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（
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計
圧
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）
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圧
力

【追加設備機器】

【機器リスト】
新設機器はマーキングするなどして分かり易く表示
機器図面データを添付、整合を取るように注意
機器図面に銘板詳細図を添付
機器の強度計算書、試験成績報告書等を準備

１７．危政令第9条第1項第20号該当タンクの構造、タンク基礎図等

【２０号タンク容量計算・強度計算書】

【計算書】
防油堤容量計算書、耐震・耐風圧計算書、
胴板・天板・基礎ボルト強度計算、放爆構造
等の検討書も添付する。
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１７．危政令第9条第1項第20号該当タンクの構造、タンク基礎図等

２０号タンク防油堤容量計算書

機器番号 ： 01V-805
機器名称 ： 化物回収槽
タンク容量 ： 0.50m3

■ 防油堤容量計算
全体容量 1600㎜ x 2800mm x 防油堤高さ150㎜

＝0.672m3

■ 防油堤内基礎容量
①ベッセル基礎 250mm x 250mm x 防油堤高さ150㎜ x 4ヵ所

＝0.038m3

②ポンプ基礎 820mm x 550mm x 防油堤高さ150㎜ x 1ヵ所
＝0.068m3

①＋②＝0.106m3

■ 防油堤内有効容量
0.672m3 - 0.106m3 = 0.566m3

タンク容量　0.50m3 < 防油堤容量 0.566m3  （タンク容量の113%を確保）

【基礎図・２０号タンク容量計算】

【基礎図】
詳細寸法と配筋仕様を記載
配筋は打コン前に施工写真を撮っておく事
ポンプ等回転機器と防油堤の高さを記載し、
ポンプ基礎高さが防油堤高さよりも高くなっている事

【２０号タンク容量計算】
20号タンク容量と防油堤容量を比較、防油堤容量は
５０％以上とする。
防油堤内の機器基礎等は容量計算からマイナスする事

１７．危政令第9条第1項第20号該当タンクの構造、タンク基礎図等

【防油堤図】

危険物取扱機器

非危険物取扱機器

機器基礎、防油堤
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１８．その他の危険物取扱い機器の構造

【機器図面】
図面、カタログを添付
対象型式にマーキング
危険物取扱い機器・計器・バルブ等図面
銘板と図面型式が合っているか注意
バルブなどは実際に使用するサイズ明記
防爆エリアには防爆機器を選択する事。

１８．その他の危険物取扱い機器の構造

【カタログ】
図面、カタログを添付
対象型式にマーキング及びコメント記載
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１８．その他の危険物取扱い機器の構造

２０．囲い、油分離装置、貯留設備、床の傾斜、排水関係図

【排水経路図】

2階以上の床外周には防液堤（高さ１５０㎜以上）
を設置し外部流出される事なく床排水溝を経由し
１階の防液堤（高さ１５０㎜以上）で貯留させる。
放流管理は計器を設置（ＰＨ計、電導度計）

【注意点】
当該エリアの排水経路図（溜枡・側溝・
オイルセパレータ・排水の流れ）を記載
２階以上の排水経路図も記載
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２２．配管図（配管支持物等含む）

【アイソメ図】
【アイソメ面】

申請範囲を明確に記載
新規・既設配管はフランジから色分け

寸法記載
シンボルマークに名称記載
配管サポートを取付ける場合はサポート
取付位置と高さ寸法等を記載

配管支持物の耐火措置は敷設フローに
基づいて記載（次頁参照）
※この申請に於いては耐火措置不要

新規・既設配管はフランジから色分
け

２２．配管図（配管支持物等含む）

【配管支持物の耐火措置敷設フロー】

【コメント】
消防からの通達資料、
これに基づき判断します。
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２２．配管図（配管支持物等含む）

【配管ルート図】 実際は工場配置図内の配管ルート図を提出していますが、
工場配置図は社外秘にて架空図面となっております。

【配管ルート】
危険物（指定可燃物）、屋外タンクから
製造所までのルートを記載、申請範囲
を明確に記載
製造所内配管ルートを記載
非危険物配管を記載すると識別が困難
になる場合は、危険物配管だけ抽出でもよい
パイプラック強度計算を添付する
配管つながり分かる様に番号を記載
（例：１階①→２階②′）

配管図にサイズ、材質を記載
配管貫通位置図、開口と仕舞図を添付

危険物

指定可燃物

当該製造所保有空地

２２．配管図（配管支持物等含む）

【配管保温材仕様】
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２３．架台の構造・強度計算書

【パイプラック強度計算】

【屋外パイプラック配置】
敷設する新設配管ルート等の色分け
強度計算位置のパイプラック断面を記載

【パイプラック強度計算】
敷設する新設配管ルート等の色分け
現状＋追加荷重で強度が問題ない
ことを確認

２４．避雷設備の概要
【注意】

増設部が既設の避雷針の保護角に入らなかった場合、
新ＪＩＳ(JIS A4201(2003))に基づき避雷設備を設置する

実際は立面図も提出していますが、
社外秘にて添付しておりません。
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２５．電気設備の概要

【電気室】

【電気室】
モーターコントロールセンタ（ＭＣＣ）・
インバーター（ＩＮＶ）・制御盤拡張計画図の添付
増設を配置および名称を明確記載

***

***

***

***

***

***

***

*
*
*

*
*
*

***

***

***

*** ***

***

*** ***

***

*** ***

***

*** *** *** ***

***

***

***

実際は外壁照明・室内照明・コンセント
取付施工図も提出していますが、
社外秘にて添付しておりません。

２６．静電気除去設備の概要

【静電除去】

1） アースピース方式
600V　ﾋﾞﾆｰﾙ絶縁電線

　5.5mm2以上

2） アースボンド方式

＊ｱｰｽﾎﾞﾝﾄﾞ仕様
600V　ﾋﾞﾆｰﾙ絶縁電線　5.5mm2以上

　

　　ｱｰｽﾎﾞﾝﾄﾞ線長
100A以下 350mm
100A以上 400mm

3） プレート方式

配管の接地方法

10R

3
0 4
0

40

70

φ10

圧着端子等

緩み止め

アースボンド

緩み止め

銅板

【静電除去】
モーター及び配管の静電気除去アース
取付対応を記載

【ポンプ基礎】
新設の場合は基礎図も必要（配筋図含む）
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２７．警報設備の概要

【自動火災報知設備 平面図】

【注意点】
建屋平面図にて感知器・発信機・受信機・音響水平距離・歩行間距離の
詳細を記載。
工場全域と当該申請箇所の自動火災報知設備警戒区域図を添付
建屋断面図に自動火災報知設備の概要系統図を記載

実際は自動火災報知器設備の警戒区域、
ルート系統図も提出していますが、
社外秘にて添付しておりません。

２７．警報設備の概要

【火災報知器仕様図面】

【注意点】
感知器・発信機・受信機・音響装置等の図面を添付
一覧表の場合、該当する型式が分かるように矢印等の
マークを入れる。
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２８．消火設備の概要

【屋内泡消火栓包含図】
【屋内泡消火栓包含図】

平面図に包含円（半径２５m）を記載、
屋内泡消火栓の有効範囲を記載

【屋外泡消火栓包含図】
平面図に包含円（半径４０m）を記載、
屋外泡消火栓２か所で包含されている事

【屋外泡消火配管ルート】
泡消火屋外ヘッドからの平面配管ルートを
色分けして記載

実際は屋外泡消火栓包含図と
配管ルート図も提出していますが、
社外秘にて添付しておりません。

２８．消火設備の概要

【建屋内 泡消火ヘッド包含図】

【床貫通部】

【泡消火設備】
立面図で消火ヘッダーからの系統図を、平面図で
各階のフォームヘッド包含円（床全面包含）を記載
フォームヘッド仕様書も添付
高さで包含円サイズが変わるので注意
対象となる危険物機器が床（ステージ）を貫通する
場合は、床（ステージ）直下の機器表面が泡ヘッド
の有効射程外とならない様に泡ヘッドを配置する

実際は建屋内の正面・立面からの泡消火ヘッド包含図
も提出していますが、社外秘にて添付しておりません。
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２８．消火設備の概要

【泡消火配管】 【泡消火設備】
床貫通する危険物取扱機器に対しては、機器に対して設置されて
いる泡ヘッド全てを同一放射区画となるように設計して階に係わらず
時時放水出来る様にすることが重要です

２８．消火設備の概要

【泡消火設備 計算書】 【泡消火設備 計算書】
防護区域毎にフォームヘッドの放水量から圧力損失を求めて、
最大系統にて消火ポンプの能力が足りている事を確認
泡消火薬剤と水源量も十分で問題ない事を確認
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２８．消火設備の概要

【泡消火設備 計算書】
件　　　名 花王（株）川崎工場Ｓ３設備増築工事 設備名称 泡消火設備(V-801) 設　計 平成30年12月10日 課　長 リーダー 検　　　　　　証 担　　当

同時開放個数 18 個　・　台 ２階 隣接最大　　区画同時放射 泡流量範囲　　区画　　　　L／ｍｉｎ ～　　区画　　　　L／ｍｉｎ
＋屋外泡消火栓１台

計 算 区 画 流　量 基本摩擦係数 管　類　損　失 継　　　　　手　　　　　類　　　　　損　　　　　失 弁　　　　　　　　　類　　　　　　　　　損　　　　　　　　　失

区　画 管径 L／ｍｉｎ １m当たり（単位m） 管　長 摩擦損失 名　称 個数 換算長 換算合計 合計長 摩擦損失 名　  称 個数 換算長 換算合計 合計長 摩擦損失 摩擦損失合計
配 Ｅ９０° 1 0.80 0.8

①－② 25 75 0.2517 3.0 0.76 0.8 0.21 0.97
Ｔ分 1.7

管 Ｅ９０° 1.30
②－③ 40 150 0.1231 3.0 0.37 0.37

Ｔ分 2.5
摩 Ｅ９０° 1.6

③－④ 50 225 0.0809 3.0 0.25 0.25
Ｔ分 3.2

擦 Ｅ９０° 2 2.4 4.8
④－⑤ 80 675 0.0789 5.0 0.40 9.7 0.77 1.17

Ｔ分 1 4.9 4.9
損 Ｅ９０° 3 3.2 9.6 仕切弁 1 0.7 0.7

⑤－⑥ 100 1,350 0.0779 20.0 1.56 9.6 0.75 0.7 2.37
Ｔ分 6.3 0.06

失 Ｅ９０° 31 1.7 52.7 仕切弁 1 0.7 0.7
⑥－⑦ 100 1,750 0.1258 170.0 21.39 76.2 9.59 0.7 31.07

Ｔ分 5 4.7 23.5 0.09
水 Ｅ９０° 1.1 仕切弁 1 0.4 0.4

⑦－⑧ 65 875 0.2956 1.0 0.30 6.2 1.84 15.4 6.70
Ｔ分 2 3.1 6.2 混合器 1 15.0 15.0 4.56

頭 Ｅ９０° 20 1.7 34.0 仕切弁 1 0.7 0.7
⑧－⑨ 100 1,750 0.1258 72.0 9.06 43.4 5.46 0.7 14.61

Ｔ分 2 4.7 9.4 0.09
計 Ｅ９０° 7 2.5 17.5

⑨－⑩ 150 1,750 0.0191 75.0 1.44 17.5 0.34 1.78
Ｔ分 7.0

算 Ｅ９０° 2.1 仕切弁 3 0.8 2.4
⑩－⑪ 125 1,750 0.0438 3.0 0.14 2.4 0.25

Ｔ分 5.9 0.11
表 Ｅ９０° 6 3.3 19.8 仕切弁 1 1.3 1.3

⑪－⑫ 200 1,750 0.0050 20.0 0.10 29.0 0.15 35.3 0.43
Ｔ分 1 9.2 9.2 逆止弁 2 17.0 34.0 0.18

摩擦損失合計 35.77 19.11 5.09 59.97

補　　　　　　正 ポ　ン　プ　形　式 ２００ＭＳＦ３Ｅ 　エ　バ　ラ　消　火　ポ　ン　プ　　・　　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

摩擦損失水頭 59.97 ｍ ポ　ン　プ　仕　様 ２００φ　ｘ４０００L／ｍｉｎ　ｘ１００ｍ　ｘ　１１０ｋｗ　ｘ　ＡＣ　３３００Ｖ　ｘ　５０Ｈｚ

速　度　水　頭 30 ｍ 定　格 100 ｍ 締　切 125 ｍ 許　容　押　込　圧 ｍ 流　量　計　口　径 Ａ

実　　揚　　程 8.7 ｍ 一次圧力調整弁 要　　・　　不要 ジョッキーポンプ 有　　　・　　　無 泡　混　合　器 ＮＰＶ　・　ＭＰＤ　－

小　　　　　　計 98.67 ｍ

係　　　　　　数 1 ｼﾞｮｯｷｰﾎﾟﾝﾌﾟ仕様

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ仕様

全　　揚　　程 98.67 ｍ

　≒ 99 ｍ ― 背　圧 0 ｍ ＝ 99 ｍ

新
設
　
ね
じ
込
み
継
手

既
設
　
溶
接
継
ぎ
手

【泡消火設備 計算書】
消火配管圧力損失は、消火ポンプ 当該設備末端までの合算
速度水頭はフォームヘッドで必要な吐出圧力値を記入
各系統毎に計算書作成、最も圧力損失が大きな系統で
ポンプ能力を確認

２８．消火設備の概要

【泡消火設備 フォームヘッド仕様書】

【注意点】
フォームヘッドのメーカー仕様書を添付
メーカーにより放射量・放射圧力が異なるので注意
ヘッドの取付高さがメーカー仕様の範囲外になる時は、今回の
取付高さでも消火上有効である旨のメーカー見解書を添付
泡消火ポンプ性能曲線表を添付（能力範囲内であることを記載）
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２８．消火設備の概要

【泡消火薬剤】

【注意点】
泡消火剤が当該危険物に有効である資料を添付

２８．消火設備の概要

【消火器能力計算】
【注意点】

危険物所要単位に対し、消火の能力が
上回っていること
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２９．工事に伴う安全対策

【２０号タンク】
引火防止・・・温度計管理
安全対策・・・温度監視・警報

自動バルブ閉
液面管理・・・液面計

【危険物取扱機器】
安全対策・・・温度計管理・監視・警報

電動機異常自動停止
自動バルブ閉

液面管理・・・液面計異常自動停止

【追記】
以上の安全対策は、項目１３の緊急時
（エマージェンシー）対策に含む

実際は具体的な安全対策を記載していますが、
社外秘にて記載しておりません。

２９．工事に伴う安全対策
【危険物施設仮使用時の安全対策】

ガス検知器確認
連絡を密に行う

【危険物施設工事の安全対策】
内容・施工・行程等連絡を密に行う
火気使用の必要最小限
バルブ閉、端末プレハブ配管
液抜き、洗浄、空気押し後、施工
ガス検知器確認
施工区画を明確管理
適切な消火器準備
立ち合い配置の明確化
工事後の耐圧テストの実施

【耐圧テスト】
既設転用配管は全て最大常用圧力
１．５倍で耐圧試験を実施しますと記載
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３０．危険物等データベース登録確認書または確認試験結果報告書

【安全データシート（ＳＤＳ）】
該当ＳＤＳを添付する
引火点や適用法令（消防法）の

ポイントを分かり易くマーキング

実際は確認試験結果報告書（Ｐ＆IＤなど）も
提出していますが、社外秘にて添付しておりません。

危険要因の項目 有 無 有の場合の対応措置

新規物質の 反応危険 ○

取り扱い 腐食危険 ○

による 不純物の影響 ○

熱・物質収支の変更 ○

新規プロセス設備は工程毎に流量・温度・
圧力を遠隔監視しており、設定値を外れた
場合はオペレーションセンターへの警報発
報、若しくは設備の自動停止を行います。

他（　　　　　　　　　　）

他（　　　　　　　　　　）

他（　　　　　　　　　　）

設備の プロセスフローの変更 ○

新設，増設，改造温度の変更 ○

流量の変更 ○

濃度の変更 ○

異常反応の可能性 ○

機器等の振動 ○
振動の恐れのあるエアー駆動式ポンプにつ
いては、ポンプの前後にフレキシブルホース
を設置します。

他（　　　　　　　　　　） ○

他（　　　　　　　　　　）

配管 温度（200℃以上）箇所 ○

その他（過酸化水素） ○

４５％過酸化水素配管は、社内規定に基づ
きSUS316の不動態化処理材を使用し、使
用前に安定度試験（JIS K1463)を行い安定
性を確認後使用します。

電気設備 危険場所での電気設備 ○

静電気の発生 ○
危険物配管のフランジ部にボンディングアー
スを設置します。

他（　　　　　　　　　　）

他（　　　　　　　　　　）

その他 類似施設の事故例

建屋増設 ○ 増設建屋はすべて不燃材で建設

危険要因検討チェックシート

新規プロセス設備は工程毎に流量・温度・
圧力を遠隔監視しており、設定値を外れた
場合はオペレーションセンターへの警報発
報、若しくは設備の自動停止を行います。そ
の他、必要に応じて安全弁や品質確認のｐ
H測定器を設置します。

３１．危険要因の検討（リスクアセスメント）

【注意点】
危険要因「有」の対応措置に関しては、
出来る限り詳細の安全対策を記入
場合によっては別紙資料で説明する
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